
 

 

 
 
 

    

  

 

１．コシヒカリの生育状況について（6/8 調査：生育調査 14 地点 平均値） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．各品種の作業適期を把握し、計画的に作業を進めよう！ 
（１） 各品種の中干し開始目安・幼穂形成期・穂肥時期の予想と目安 （令和 8 年 6 月 8 日現在） 

 

品種名 

中干し 

開始目安 

50 株/坪植え 

幼穂 

形成期 
出穂期 

10ａあたり 
窒素成分 

（2 回計） 

施用時期の目安 ＊（ ）は出穂前日数 

穂肥 1 回目 穂肥 2 回目 

ゆ き み ら い 18～20 本/株 6/21 7/14 5～6㎏ 6/22～24 （23） 7/021111（13） 

五 百 万 石 15～17 本/株 6/21 7/14 1～2㎏ 6/25～26 （20） 7/031111（12） 

わ た ぼ う し 16～18 本/株 6/24 7/17 2～3㎏ 6/26～28 （22～20） 7/06～08（12～10） 

ゆ き ん 子 舞 19～22 本/株 6/26 7/19 5～6㎏ 6/25～27 （25～23） 7/061111（14） 

こ し い ぶ き 18～21 本/株 6/26 7/19 2～3㎏ 6/27～7/2（23） 7/051111（14） 

ゆ き の 精 18～20 本/株 6/26 7/19 2～3㎏ 6/25～30 （25～20） 7/06～10（14～10） 

た か ね 錦 15～17 本/株 6/27 7/20 1～2㎏ 7/01～03 （20～18） 7/07～11（14～10） 

こ が ね も ち 17～20 本/株 7/02 7/25 1～3㎏ 7/08～11 （18～15） 7/161111（10） 

コ シ ヒ カ リ 16～18 本/株 7/07 7/31 1～3㎏ 7/13～16 （18～15） 7/211111（10） 

にじ のき らめ き 15～17 本/株 7/07 8/02 2～5㎏ 7/01～06 （30～25） 7/17～22（14） 

新 之 助 15～17 本/株 7/15 8/09 2～3㎏ 7/18～21 （21～18） 7/28～30（12～10） 

※ 早生品種は５月１日～５日、中生品種は５月１０日～１５日移植を想定して予想しています。  

必ず、ほ場ごとに生育診断 ＝倒伏の恐れのあるコシヒカリなどの品種は“幼穂を確認”してから

「穂肥時期・施肥量」を判断して下さい。 
 

（２） 幼穂長と出穂前日数の目安 

 

 

 

３．適期の中干し・溝切りで生育を調節し、異常気象に備えよう‼ 
◆ 中干し開始 … 移植後 25 日を目安に必ず圃場で茎数を確認しましょう。 

◆ 標準的なほ場では、目標穂数の 80％程度を確保したら速やかに実施しましょう。 

◆ 遅すぎる中干しは倒伏の助長と品質低下を招くため注意しましょう。 

◆ 溝切りは落水後 2～3 日の地固め後に実施します。溝の末端は必ず排水溝につなぎます。 

◆ 溝切り間隔は、最低限 10 条（3m）に１本とし、深さは 10cm 以上を確保しましょう！ 

 

 

 

 
作業 内 容と 管 理 イ メ ージ  

★ 

中

干

し 

◆ 品種毎に中干し開始の茎数指標は異なるので、左記の表などを参照に実施しましょう。 

 【例：コシヒカリの茎数指標➡50 株/坪植え＝平均 16～18 本/株】 

◆ 中干しは“小ヒビが入り軽く足跡がつく程度”になったら終了することを基本とし

て、地耐力が確保できるよう、ほ場ごとに期間・強さを調節します。 

◆ 中干し終了は、遅くとも出穂１ヵ月前の幼穂形成期までには終了します。 

◆
間
断
灌
水 

A 入 水 田面の高い部分が隠れる程度まで入水します（深水にし過ぎない）。 

B 湛 水 根の機能低下防止のため、湛水期間は“１～２日程度”とします。 

C 落 水 
B の湛水後は水尻をはらい、落水します。落水状態を維持し、田面が乾き

きる（田面が白くなる）前に入水を開始します。 

水管理のイメージ Ａ・Ｂ・Ｃの水管理を繰り返し行い徐々に「飽水管理」に移行します 

 

 

 

●
飽
水
管
理 

Ａ 入  水 
田面の溝や足跡から水がなくなる前に入水を開始します。 

→ 田面の高い部分が隠れる程度（水位 3～5cm）まで入水します。 

D 自然減水 
水尻はしっかり止水しておきます。自然減水で田面に水がなくなり、溝や

足跡の底の水がなくなる前に入水します。 

出穂後 25 日以降まで A・D の水管理を繰り返し、根の健全化と地耐力の維持に努めます 

 

徐々に飽水管理に移行 寺 泊 5/06 34.7  278  8.0 39.2 

和 島 5/08 34.7  375  7.6 36.5 

出雲崎 5/05 36.9  393  8.0 39.6 

三 島 5/05 29.3  316  7.9 38.5 

与 板 5/12 30.9  248  7.3 37.6 

こしじ 5/11 31.7  344  7.3 43.3 

平 均 5/08 33.3  326  7.7 38.9 

6/10 
指標値 

 30.0 230 7.0 38.0 

指標値比  
111% 
長い 

 142％ 
多い 

5 日 
早い 

＋0.9 
並み 

 

※この水管理を
繰り返します！

D 自然減水 

A 入水 A 入水 

D 自然減水 

A 入水 A 入水 

自然減水し、足跡や溝に 

水がなくなる前に再び  

水
位 

３～５㎝ 

水
位 

３～５㎝ 

                    

 

 

 

                     電話番号(0258)41－2887 

中干し期間 

 

ほ場の条件により 
期間・強さを調整する

小ヒビで終了する！ 

営農 LINE 

出穂前日数 
（日） 

幼穂長 
（㎝） 

２４ ０．１ 

２０ ０．２ 

１８ ０．５～１．０ 

１２ ４．０～６．０ 

 

 

出穂後 25 日まで継続 

田面の高い部分が 

隠れる程度まで  

落水状態（3～5 日）

B 湛水（1～2 日）
C 落水

B 湛水（1～2 日）
C 落水

5 月に引き続き、６月上旬も晴天が続き、
高い気温で推移しています。この影響で平
年に比べ 5 日早く生育が進み、茎数が急増
しております（指標値比：142％）。 

 
茎数急増は 過剰生育（→茎質低下）や 

倒伏リスクの高まりが懸念されます。 
 

➡中干しを直ちに実施しましょう！ 
  
ただし、本年は高温推移によりワキ・藻

類の発生が多く、かつ湛水管理が続いてい
る圃場では分げつ抑制が目立っています。 

 
圃場ごとの生育（茎数）を確認して、目

標茎数を確保できた圃場から速やかに中干
し・溝切りを開始して下さい‼ 

 

 

0.1cm 



４. ケイ酸質資材等（中間追肥）の施用で異常気象に備えよう！ 

ケイ酸の施用は、高温条件下でも収量・品質の向上効果が期待できます。 

右の図表を確認し、中干しと合わせて「異常気象に強い米づくり」を実践しましょう！ 

肥料区分 資材名 10ａ施用量 施用時期 

ケイ酸 

スーパーシリカプレミアム 20～40 ㎏ 出穂前 30～40 日頃 

ニュー米スター 15～30 ㎏ 出穂前 35～40 日頃 

みつパワー 20～40 ㎏ 出穂前 35～40 日頃 

加里 塩化加里 60%（粒状） 07～10 ㎏ 出穂前 35～40 日頃 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●【特別栽培米（コシヒカリ BL・契約栽培こがねもち）で使用できる中後期除草剤】 
  ５割減減栽培でクリンチャーバス ME 液剤を使用した場合は、クリンチャー及びバサグランの単剤を使用（併用）できませんので、注意して下さい。 

  また、クリンチャー剤・バサグラン剤は発生している草を枯らす「枯殺剤」です。これから発生しそうな発芽前の雑草を抑える抑草剤ではありません。早すぎる散布にはご注意を！ 

薬剤名 
メーカーの 

ドローン 
散布登録 

10ａ使用量 散布条件 使用時期（移植水稲） 対象雑草 

クリンチャー 

1 キロ粒剤 〇 
1 kg 

湛水 

移植後 07 日～ノビエ 4 葉期（但し 収穫 30 日前まで） 

イネ科 

1.5 kg 移植後 25 日～ノビエ 5 葉期（但し 収穫 30 日前まで） 

ジャンボ × 
20 個（1.0 kg） 移植後 07 日～ノビエ 4 葉期（但し 収穫 30 日前まで） 

30 個（1.5 kg） 移植後 25 日～ノビエ 5 葉期（但し 収穫 30 日前まで） 

EW 
（展着剤を加用する） 

〇 原液 100 ㎖・希釈 0.8～1.6L 湛水または 
落水 

移植後 20 日～ノビエ 4.5 葉期（但し 収穫 30 日前まで） 

× 原液 100 ㎖・希釈 25～100L 移植後 20 日～ノビエ 6 葉期（但し 収穫 30 日前まで） 

バサグラン 

粒剤 × 3～4 kg 

落水または 
ごく浅湛水 

移植後 15 日～収穫 45 日前まで 
 
※留意事項  

バサグラン・スカイ液剤に展着剤の加用は不要 

広葉 
液剤 × 原液 500～700 ㎖・希釈 70～100L 

エアー1 キロ粒剤 〇 1kg 

スカイ液剤 〇 原液 500 ㎖・希釈 1.6～5L 

クリンチャーバス ME 液剤 × 原液 1,000 ㎖・希釈 70～100L 移植後 15 日～ノビエ 5 葉期（但し 収穫 50 日前まで） イネ科＋広葉 
 

◆【特別栽培米 に使用可能な中・後期除草剤】 

  下記の中・後期除草剤の特徴と発生した雑草の種類に応じ、適切な薬剤を選びましょう。 

薬剤名 
メーカーの 
ドローン 
散布登録 

10ａ使用量 散布条件 使用時期（移植水稲） 
ノビエ以外の登録内容（一部抜粋） 

ホタルイ コナギ クサネム イボクサ オモダカ ク ロ グ ワ イ 
ア オ ミ ド ロ 

藻類 

ウィードコア 1 キロ粒剤 〇 1 kg 

湛水 

移植後 7 日～ノビエ 4 葉期 
（但し 収穫 60 日前まで） 

4 葉期 
心型葉 
2 葉期 

30cm 40cm 30cm 20 ㎝ - 

ツイゲキ 
1 キロ粒剤 

〇 
1 kg 移植後 14 日(稲 5 葉期以降)～ 

ノビエ 4 葉期（但し 収穫 60 日前まで） 
15～
20cm 

6 葉期 - 増殖期 
矢尻葉 
4 葉期 

30cm 
発生前~ 
発生初期 豆つぶ 250 250ｇ 

ゲパードギア １キロ粒剤 〇 1 kg 
移植後 14 日～ノビエ 4 葉期 
（但し 収穫 60 日前まで） 

花茎
20cm 

心型葉 
2 葉期 

5cm 
茎長 
5cm 

矢尻葉 
4 葉期 

50cm - 

ロイヤント乳剤 × 原液 200 ㎖・希釈 25～100L 落水 
移植後 20 日～ノビエ 5 葉期 
（但し 収穫 45 日前まで） 

- 
心型葉 
5 葉期 

70cm 60cm 
矢尻葉 
3 葉期 

- - 

トドメバス MF 液剤 × 原液 1,000 ㎖・希釈 70～100L 
落水または 
ごく浅湛水 

移植後 15 日～ノビエ 6 葉期  
（但し 収穫 50 日前まで） 

花茎
40cm 

効果あり - - 
矢尻葉 
3 葉期 

20 ㎝ - 

 

 

５. 本田内外の雑草防除対策 
中干し期間の小ヒビ中干しと中干し後の飽水管理により、田面が潤っている（土壌水分があ

る）状態を維持し、除草効果の急激な低下を防ぎましょう。 

また、本田内雑草（ヒエ・ホタルイ等）の発生は、栄養競合による玄米品質の低下や斑点米発

生リスクの増大を招きます。雑草の発生状況や種類に応じた雑草防除を徹底しましょう。 

⇩⇩下記の中・後期除草剤の使用方法を確認し、適切に使用しましょう！⇩⇩  
↓  

 

出典：藤井弘志氏（山形大学農学部客員教授）資料より 

地域全体でカメムシ

類の発生密度を低下

させましょう！ 

©ワンジャ 

重点的に除草する雑草 


